
Vol.30 http://www.myohokkein.jp/ 2021年（令和3年）1月1日発行
「ろおたす」からの～通算411号

Report
〒652ー0816　神戸市兵庫区永沢町4－5－8
 TEL（078）575ー2608　FAX（078）577ー7651

kobe@myohokkein.jp

LOTUS  ROOT（１）Vol . 30 令和３年１月１日

Report

檀信徒用のタスキを新しく作りました。新しく…と言っても色も文字もデザインも全て今までと同じです。お寺は何をするのにも伝統を守るか一新するのか、いつも悩みます。１本3000円。どなたでも購入出来ます。

２０２０年10月31日（土）
おきらく

日　記
水路はプール

母校の消防訓練に立ち会った。
「火点は兵庫中学体育館！ヨシ！放水始め！」
１年生は小さい身体で一生懸命に筒先を握り水
圧に耐える。お天気が良かったので、消火水で
虹が出来る。「私も兵中出身で皆さんの先輩で
す。」と挨拶したら、先生から声をかけられた。
どうもウチの息子達を知っているらしい。
「おおっ！そうなんですか～」改めて地域に根
付く活動の大切さと楽しみを味わいました。　
(^_^)

ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を咲かせよう！！ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を咲かせよう！！



収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計 9～11月 2020年9月1日～2020年11月30日

志納金
　現金
　郵便振込
　銀行振込
利　息
信行志納金

自我偈写経
収益事業より
護持会より  

収入小計
８月から繰越金
合　　計

寿量Ｃ
題目Ｃ

2,499,000
0

128,803

2,627,803
2,948,027
5,575,830

現金  ………………………… 0円
りそな普通預金 …… 2,948,027円
郵便振込金  ………………… 0円

合計  ………………… 2,948,027円

 翌月繰越金内訳翌月繰越金内訳

寺債金会計9～11月 2020年9月1日～
　　2020年11月30日

収　　　入（円）

志納金へ
返還金
振込手数料

支出小計
12月への繰越金
合　　計

0
500,000

0
500,000
3,911,333
4,411,333

支　　　出（円）

戦
争
展
協
賛
金
ご
芳
名

自
我
偈
写
経

十
一
月

秋
定
　
元
次
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

池
田
　
鈴
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田
　
秀
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

古
賀
　
治
夫
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

小
林
　
卓
二
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

酒
井
　
博
光
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

志
水
　
克
行
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
　

中
尾
美
喜
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

永
尾
　
嘉
基
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
村
　
明
博
　
　
三
〇
、
〇
〇
〇
円

飛
弾
　
昌
久
　
　
一
三
、
〇
〇
〇
円

山
﨑
　
雅
祥
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

秋
せ
が
き

臼
井
　
　
彰
　 

・
　 

大
江
　
　
惠

鎌
田
　
君
子
　 

・
　 

長
尾
　
嘉
郎

飛
弾  

昌
久

お
会
式

総
代
一
同
　 

・
　 

護
　
持
　
会

相
内
一
二
三
　 

・
　 

秋
定
　
元
次

枝
澤
　
安
子
　 

・
　 

岡
﨑
　
　
洋

岡
﨑
千
代
子
　 

・
　 

佐
分
利
　
孝

三
木
　
紀
枝

兵
庫
　
祥
福
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

尼
崎
　
長
遠
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

長
田
　
妙
覚
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

神
崎
　
延
寿
寺
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

御
着
　
法
華
寺
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

養
父
　
法
華
寺
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
　
法
蓮
寺
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

出
石
　
経
王
寺
　
　
一
、
〇
〇
〇
円

　
　
※
十
二
月
十
五
日
ま
で
拝
受
分

現金  ………………………… 0円
りそな普通預金 …… 3,911,333円
郵便振込金  ………………… 0円

合計  ………………… 3,911,333円

（                         

）

建
設
志
納
者    

二
〇
二
〇
年
九
月
〜

　
　
　
二
〇
二
〇
年
十
一
月

691,000

0
0

8,000
3,000,000

0
3,699,000
1,876,830
5,575,830

枝
澤
　
安
子
　
　
　
九
、
〇
〇
〇
円

佐
分
　
利
孝
　
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
智
孝
　
　
六
〇
、
〇
〇
〇
円

助
川
　
恭
子
　
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

村
瀬
喜
紅
子
　
　
　
九
、
〇
〇
〇
円

吉
田
　
和
夫（
ペ
）一
〇
、
〇
〇
〇
円

収
益
事
業
よ
り

　
　
　
　
三
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

合
計
　
　
三
、
六
九
一
、
〇
〇
〇
円

大
松
　
純
子
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
円

岡
﨑
　
　
洋
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
円

紙
野
　
洋
子
　
　
　
四
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
陽
子
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
円

山
内
　
悦
子
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
円

合
計
　
　
　
　
　
　
八
、
〇
〇
〇
円

九
月

秋
山
　
　
榮
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田
　
秀
美
　
　
三
〇
、
〇
〇
〇
円

小
松
原
健
司
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

近
藤
　
智
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤
　
秀
幸
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

永
尾
　
嘉
基
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

十
月

相
内
一
二
三
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

相
田
　
幸
夫
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

小
松
原
健
司
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

㈱
龍
嘻
飯
店
　
　
五
〇
、
〇
〇
〇
円

㈱
龍
　
　
紋
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　

池のポンプ設備の調子が悪くなったのでシンプルな構造に改修しました。鯉の赤ちゃんも10㎝ぐらいまで成長し、今は越冬に入りました。来年の春また元気な姿を見せてくれると思います。

借入金返済
振込手数料
支払利息

支出小計
12月への繰越金
合　　計

　 いのちに合掌 Vol . 30（2）令和３年１月１日

満
座
供
養
者

御
宝
前
・
お
供
え

丑
年
と
言
え
ば

ダ
ッ
タ
は

こ
ん
な
お
話
を

知
っ
て
る
？

な
に
な
に
？

寺債金
受取利息

収入小計
８月から繰越金
合　　計

0
0

0
4,411,333
4,411,333



いつも正月号には書いていますが、今回も昨年に喪中葉書を頂いた方にもこの寺報はお送りさせて頂いております。これまたいつもお知らせしていますが、お正月５日までは当山は夕方16時が閉門となります。

袖
触
れ
あ
う
も
他
生
の
縁

万
里
の
道
を
越
え
て
引
き
合
う
も
の

　

こ
の
諺
は
「
多
生
」
と
書
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

「
多
少
」
と
書
く
の
は
間
違
い
で
す
。「
袖
が
触
れ
あ
う

く
ら
い
の
小
さ
な
縁
も
縁
は
縁
」
と
い
う
意
味
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。人
と
の
出
会
い
は
深
い
因
縁
に
よ
っ
て
起

こ
る
も
の
だ
か
ら
、
ど
ん
な
出
会
い
も
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
仏
教
的
な
教
え
で
す
。「
多
生
」

と
は
輪
廻
し
て
何
度
も
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
意
味

で
、 「
他
生
」と
書
け
ば
前
世
か
ら
の
因
縁
で
結
ば
れ
た

と
い
う
意
味
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。

　

た
っ
た
３
分
の
法
話
い
や
挨
拶
な
の
に
、
近
年
に

な
く
緊
張
し
ま
し
た
。
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
列
席
者
へ
の
御
礼
と
二
人
に

対
す
る
今
後
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
御
願
い
で
す
。

原
稿
を
作
る
ほ
ど
で
も
無
い
は
ず
な
の
に
、
リ
ハ
ー

サ
ル
を
何
回
も
行
う
程
で
も
無
い
は
ず
な
の
に…

布

研
の
時
の
よ
う
に
、
時
計
と
睨
め
っ
こ
を
し
な
が
ら

時
間
を
は
か
っ
て
、
詰
ま
る
言
葉
は
、
一
呼
吸
置
い

て…

新
郎
の
親
の
挨
拶
と
い
う
の
は
、
新
婦
側
の
想

い
も
背
負
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
運
転

も
し
な
い
宴
な
の
に
、
ノ
ン
ア
ル
ビ
ー
ル
で
辛
抱
し

ま
し
た
。　

ロ
レ
ツ
が
廻
ら
な
く
な
る
と
、
女
房
に

叱
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
、
子
供
達
は
上
機
嫌
な
顔
を
し
と

る
や
な
い
か
！
せ
め
て
中
盤
ぐ
ら
い
で
挨
拶
さ
せ
て

く
れ
た
ら
、
後
は
ゆ
っ
く

り
楽
し
め
る
の
に…

　

普
段
は
会
え
な
い
相
手

の
親
族
や
会
社
関
係
・
友

達
に
も
挨
拶
が
出
来
て
私

達
に
と
っ
て
も
幸
せ
な
時

間
で
し
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー

も
発
生
し
な
く
て
安
堵
し

て
い
ま
す
。
東
京
で
の
一

コ
マ
で
し
た
。 

２０２０年11月２８日（土）

私や師匠の名前が、『鉄道ピクトリアル』という冊子の１月号に掲載され
送られて来ました。定価1250円もする綺麗な紙質のしっかりした雑誌

で、美しい鉄道の写真が載っています。鉄ちゃんファンなら、誰もが飛びつきそうな
マニアックな内容が一杯という感じです。感じ？　そう、私は鉄道には全く興味があ
りません。　なのに何故登場したのかというと・・・寺報に載せていたウチの師匠の
記事がキッカケです。寺報はホームページにアップしているので、検索エンジンに
引っかかったのだと思います。タイトルの「しんゆうやば駅」というのが昔、神鉄電
車の鵯越と鈴蘭台の間にあり、その事を師匠が書いていたのです。林間学校の為に作
られた駅のようで、ある方から突然メールを頂き、「記事
と写真を転用したい」との申し入れでした。そんな事が
キッカケで雑誌にまで載るなんて、何がどう繋がるか判り
ません。　これも仏さまの縁ですねぇ～

おきらく

日　記
幻の神有耶馬駅

立正安国・お題目結縁運動（3）Vol . 30 令和３年１月１日

私だけ異様に顔がデカイやないか！

　
こ
の
お
話
の
中
に
出
て
く
る
火
事
に
な
っ
た

古
い
家
と
は
、
悩
み
苦
し
む
僕
た
ち
の
心
で

人
間
世
界
の
事
を
表
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

　
一
つ
の
門
と
は
仏
の
教
え
の
事
。

　
三
つ
車
に
よ
る
誘
い
出
し
の
一
策
は
、

法
華
経
が
説
か
れ
る
ま
で
の
四
十
年
間
の

方
便
の
教
え
を
示
し
て
い
る
ん
だ
。

　
父
で
あ
る
長
者
は
お
釈
迦
様
で
、

多
く
の
子
供
た
ち
は
僕
達
の
事
な
ん
だ
。

　
お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
時
代
に

生
き
る
僕
達
は
、
直
接
お
弟
子
達
に
説
か
れ
た

方
便
の
教
え
で
は
無
く
て
、
お
釈
迦
様
が
後
世
の

た
め
に
残
さ
れ
た
真
実
の
教
え
、
法
華
経
と
い
う

素
晴
ら
し
い
大
白
牛
車
に
乗
ら
な
き
ゃ

ダ
メ
な
ん
だ
。

な
る
ほ
ど
〜
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編
集
後
記

大
枚
を
は
た
い
て
大
人
の
お
も

ち
ゃ
魚
群
探
知
機
を
買
い
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
に
入
る
と
、魚
マ
ー
ク

が
登
場
し
、ピ
ッ
ビ
ッ
と
音
が

出
て
、ブ
ル
ブ
ル
と
震
え
ま
す
。

見
つ
め
る
目
が
血
走
っ
た
、そ
の

次
の
瞬
間
！
ガ
ー
ン
っ
て
水
面
に

穂
先
が
突
き
刺
さ
り
ま
す
。　

コ
ロ
ナ
探
知
機
、陽
性

者
探
知
機
も
開
発
さ

れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

昨
年
は
年
始
早
々
得
体
の
知
れ

な
い
ウ
イ
ル
ス
に
困
惑
し
、普
段

通
り
の
生
活
様
式
で
は
、
ま
ま

な
ら
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

友
達
と
会
う
機
会
も
遠
の
き
、

直
接
対
面
し
て
シ
ョ
〜
モ
ナ
イ

話
を
す
る
事
が
、い
か
に
大
切
な

時
間
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
一
年

で
し
た
。今
年
は
昨
年
の
一
年
を

取
り
返
せ
る
よ
う
な

楽
し
い
年
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

前
号
で
健
康
診
断
に
つ
い
て
書

き
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
か
ら

結
果
は
ど
う
だ
っ
た
と
聞
か
れ

ま
し
た
。
ご
安
心
下
さ
い
！
気

に
な
る
の
は
少
し
血
圧
が
高
い

の
と
、
尿
酸
値
が
高
い
ぐ
ら
い

で
す
。
ま
ぁ
他
に
も
あ
り
ま
す

が
、
詳
し
く
書
く
の
は
恥
ず
か

し
い
の
で
気
に
な
る
方
は
私
ま

で
直
接
問
合
せ
下
さ
い
。
ま
だ

ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
奮
っ
て
お
り
ま
す
が
一
日
も

早
い
終
息
と
、
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま

す
。
本
年
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

一
面
の
イ
ラ
ス
ト
と
、二
、三
面

の
漫
画
、
背
景
の
和
柄
や
手
書

き
文
字
…
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。今
回
は
多
様
な

作
業
で
上
手
く
い
っ
た
り
い
か

な
か
っ
た
り
で
し
た
が
、
発
見

も
多
く
、
仕
上
が
り
は
お
め
で

た
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
安
心
し

ま
し
た
。本
年
は
特
に
、
実
り
多

く
あ
た
た
か
い
年
に

な
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

予
告
記
事

★
唱
題
の
つ
ど
い

時
間
は
い
づ
れ
も
午
前
９
時
半
〜

・
１
月
13
日
（
水
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
２
月
13
日
（
土
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
２
月
15
日
（
月
）
釈
尊
涅
槃
聖
日　
　

・
２
月
16
日
（
火
）
宗
祖
降
誕
八
〇
〇
年
聖
日

・
３
月
13
日
（
土
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
３
月
17
日
（
水
）
春
彼
岸
入
日

・
３
月
23
日
（
火
）
春
彼
岸
結
日　
　

★
信
行
会

・
１
月
11
日
（
祝
）

　

午
前
10
時
〜
最
終
講
義　

正
午
〜
修
了
式

　

特
別
講
師　

泰
信
寺
内　

夏
井
皓
榮
師

★
護
持
会
奉
仕
日

・
１
月
29
日
（
金
）
午
前
９
時
半
〜

・
２
月
13
日
（
土
）
唱
題
後
〜

★
護
持
会
役
員
会

・
３
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

★
運
営
会
議

総
代
・
元
総
代
・
護
持
会
役
員
は
出
席
下
さ
い
。

・
１
月
11
日
（
祝
）
午
後
２
持
〜

・
２
月
13
日
（
土
）
午
後
２
持
〜

・
３
月
７
日
（
日
）
護
持
会
役
員
会
終
了
後
〜

★
節
分
星
祭
り

・
２
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時
〜

法
楽
加
持
祈
祷　

豆
撒
き

丑
年
生
ま
れ
の
年
男
年
女
募
集
中
デ
ス

※
詳
し
く
は
同
封
チ
ラ
シ
参
照

　
昔
か
ら
言
葉
に
は
「
言
霊
」
と
い

う
不
思
議
な
力
が
備
わ
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
世
の
ド
イ
ツ
で
残
酷
な
実
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。乳
児
の
う
ち
に

捨
て
ら
れ
た
子
供
達
を
集
め
て
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、共
に
暖
か

い
家
、ベ
ッ
ド
、食
べ
物
が
与
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
一
方
の
グ

ル
ー
プ
に
周
囲
の
大
人
達
は
、
言
葉
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
た
。つ
ま
り
意
思
の
疎
通
も
な
け
れ
ば
人
間
と
し
て
の
扱
い

も
な
い
、
た
だ
物
の
よ
う
に
扱
う
と
い
う
こ
と
で
す
。も
う
一

方
の
子
供
達
に
は
大
人
た
ち
が
常
に
声
を
掛
け
可
愛
が
っ
て

育
て
ま
し
た
。す
る
と
言
葉
を
掛
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
子
供

達
は
言
葉
を
覚
え
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
全
員
死
ん
で
し
ま
っ

た
の
で
す
。子
供
と
言
う
の
は
暖
か
い
言
葉
を
掛
け
て
、
暖
か

い
心
で
接
し
て
貰
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
の
で
す
。

誠
に
残
酷
な
実
験
で
し
た
。

　
言
葉
の
中
に
は
相
手
に
対
し
て
の
思
い
が
籠
も
っ
て
い
る

の
で
す
。
言
葉
が
な
け
れ
ば
お
互
い
の
心
が
解
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
の
社
会
は
随
分
と
薄
っ
ぺ
ら
く
な
っ
て
ネ
ッ
ト

社
会
や
S
N
S
等
で
も
言
葉
の
乱
れ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

匿
名
で
自
分
の
身
分
も
明
か
さ
ず
に
悪
意
の
あ
る
言
葉
を
相

手
に
投
げ
つ
け
る
輩
も
お
り
ま
す
。

　「
九
歳
の
こ
こ
ろ
の
じ
て
ん
」
と
い
う
小
学
生
向
き
の
本
に

七
十
四
個
の
プ
ラ
ス
の
言
葉
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
言
葉
と
い

う
の
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ス
の
言
葉
、
マ
イ
ナ
ス
の
言
葉
を
お
釈
迦
様
は

ど
う
言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
お
経
の
中
に
は
無
財
の
七
施
と
い
う
事
が
書
か
れ
て
お
り

ま
す
。布
施
に
は
「
財
施
」「
法
施
」「
無
畏
施
」
の
三
つ
が
あ
り
、

そ
の
中
の「
無
畏
施
」に
無
財
の
七
施
が
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。

一
、慈
眼
施…

…
…

慈
し
み
や
優
し
い
眼
差
し
で
全
て
に
接
す
る

二
、和
顔
悦
色
施…

穏
や
か
な
顔
つ
き
を
絶
や
さ
な
い

三
、愛
語
施…

…
…

優
し
い
言
葉
を
使
い
叱
る
時
に
は
愛
情
を
持
つ

四
、捨
身
施…

…
…

人
の
嫌
が
る
仕
事
を
進
ん
で
実
行
す
る

五
、心
施…

…
…
…

自
分
以
外
の
も
の
の
為
に
気
を
配
り
、喜
び
や

　
　
　
　
　
　
　
　悲
し
み
を
共
に
出
来
る

六
、壮
座
施…

…
…

ラ
イ
バ
ル
に
も
自
分
の
地
位
を
譲
る
事
が
で
き
る

七
、房
舎
施…

…
…

雨
や
風
を
凌
ぐ
所
を
提
供
す
る

　
一
つ
例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。病
院
に
入
院
し
た
と
し
ま
す
。

仕
事
が
出
来
ず
収
入
も
無
く
、
か
え
っ
て
皆
に
迷
惑
を
掛
け
る

だ
け
の
存
在
。そ
ん
な
姿
の
自
分
自
身
が
嫌
に
な
る
。こ
の
気

持
ち
を
そ
の
ま
ま
家
族
や
看
護
師
さ
ん
に
ぶ
つ
け
る
と
マ
イ

ナ
ス
の
言
葉
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
。し
か
し
そ
ん
な
時
こ
そ
、

プ
ラ
ス
の
言
葉
な
の
で
す
。入
院
し
て
い
て
も
、
優
し
い
言
葉

で
人
に
接
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。特
に
看
護
師
さ
ん
は
大
変

き
つ
い
お
仕
事
で
す
、
離
職
率
も
高
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。「
患

者
さ
ん
の
お
世
話
を
し
た
い
」「
力
に
成
り
た
い
」と
高
い
志
を

持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
自
信
を
失
い
、
嫌
に
な
っ
て
辞

め
て
し
ま
う
の
は
悲
し
い
こ
と
で
す
。そ
の
原
因
の
一
つ
が
患

者
さ
ん
の
冷
た
い
態
度
で
接
し
て
く
る
ス
ト
レ
ス
な
の
で
す
。

　
小
学
生
で
お
婆
ち
ゃ
ん
の
お
見
舞
い
に
行
く
の
が
、
と
て
も

楽
し
み
だ
と
い
う
子
が
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、
親
は
忙
し
く

て
ち
っ
と
も
学
校
の
話
を
聴
い
て
く
れ
な
い
が
、
お
婆
ち
ゃ
ん

は
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
何
で
も
聞
い
て
く
れ
る
と
い
う
の

で
す
。図
工
や
作
文
で
賞
を
取
る
と
す
ご
く
喜
ん
で
、
褒
め
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。入
院
し
な
が
ら
も
お
婆
ち
ゃ
ん
は
、
お
孫

さ
ん
に
大
き
な
幸
せ
を
届
け
て
い
た
の
で
す
。

　
仏
教
を
信
じ
る
者
、
お
題
目
を
信
じ
る
者
は
言
葉
を
選
ん
で

話
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
感
情
が
高
ぶ
っ
た
時
、
さ
ら
に
は
大
事
な
言
葉
を
発
す
る
時

お
題
目
を
唱
え
ま
し
ょ
う
、
心
の
中
で
結
構
で
す
。お
題
目
は

悪
い
感
情
を
消
し
て
プ
ラ
ス
の
言
葉
に
代
え
て
く
れ
ま
す
。

　
自
分
に
も
他
人
に
も
プ
ラ
ス
の
言
葉
を
使
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

本
立
寺
住
職
　
佐
藤
光
昶

本
立
寺
住
職
　
佐
藤
光
昶

チコウのお粗末な文章をチェックする役員達

寺報28号に掲載しました兵庫県東部布教師会製作の『三十番神寶樹みくじ』が完成致しました。今回お寺サンにはチラシとサンプルを同封させて頂きます。ぜひぜひ御購入の検討をお願い致します。

「
言
葉
の
持
つ
力
」

日
蓮
聖
人
ご
入
滅

七
三
九
遠
忌

お
会
式

２０２０年11月14日（土）

今年もお会式で、２組の夫婦とお１人
に逆修法号を授与させて頂く。先日か

ら法華経を開き、御遺文を検索し、漢字の意味を調
べて、その人に相応しい文字を考える。音の響きや
漢字の旁、先祖からの流れや職業・性格・信仰の度
合いや趣味まで考慮して頭をひねる。我が寺は師匠
からの伝統で、古くからの檀家は全て九字戒名で授
ける事にしている。しかしこれでも実状は「院」
「日」と位号を除くと、自由に付けられるのはたっ
たの５文字である。人間の一生を、この文字に託し
仏の諡として遺族を導く法号授与は、住職としての
最大の特権であると思う。それゆえ責任も大きい
が、やりがいも大きい。生前授与は、本人に相談す
ることが出来て、納
得してもらえる事が
一番尊い。日蓮聖人
のお会式に相応しい
行事だと思うので
あーる。

おきらく

日　記
生前贈与

提灯１つ４５００円　〆切りは春彼岸せがき
護持会員１家族２つまで

3
月
に
予
定
し
て
い
ま
し
た

三
木
大
雲
師
の
怪
談
説
法
は
、

10
月
23
日
に
管
区
大
会
の

前
夜
祭
と
し
て
行
う
事
に

な
り
ま
し
た
モ
〜

提灯施主

2020年（令和 2年）12月 6日　朝日新聞掲載

今年は、特にコロナ終息を
　　祈願しながら歩きます！

今
年
は
、残
念
な
が
ら

ぜ
ん
ざ
い
供
養
は

無
し
に
な
っ
た
ゼ
。

但
し
節
分
も

リ
モ
ー
ト
中
継
や
る
か
ら

来
ら
れ
な
い
方
は

是
非
見
て
ほ
し
い
ゼ
。

報
恩
唱
題
行
・
報
恩
法
要

「
逆
修
法
号
授
与
式
」「
特
別
法
話
」
11
月
22
日（
日
）〜

　
　
　
　
　
　 

23
日（
祝
）

令和３年　寒修行日程
福原～楠町～元町～
　　相生町～東川崎～新開地
永沢町～神明町～
　　兵庫駅～大開通～三川口町
菊水町～夢野町～
　　千鳥町～平野町～荒田町
長田町～片山町～
　　名倉町～房王寺～下沢通 
春日野道～熊内～
　　琴緒～中山手～山本通
高倉町～須磨寺～離宮～
　　月見山～大手町～板宿
山下町～日吉町～二葉町～
　　腕塚町～御崎町
王子公園～上野通～
　　神ノ木町～六甲道駅周辺
滝の茶屋～大町～高丸～
　　五色山～舞子台

１月14日（木）元町コース  

１月16日（土）兵庫コース  

１月17日（日）荒田コース  

１月21日（木）長田コース   

１月23日（土）中央区コース  

１月24日（日）須磨コース  

１月26日（火）西代コース  

１月28日（木）西灘コース  

１月30日（土）垂水コース  

※道中のお宅や最後宅の接待は今年は辞退させていただきます。

今
年
は
百
二
十
四
年
ぶ
り
に

節
分
が
〝
２
日
〞
に

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
同
封
チ
ラ
シ
を

見
て
ね
。

めっ
た
に
来
な
い

お
寺
の
夜
は

神
秘
的
で
す

真
っ
暗
に
す
る
と

金
色
の

仏
像
や
仏
具
は

浮
か
び

上
が
り
ま
す

も
ち
ろ
ん
ラ
イ
ブ
中
継
も

同
時
配
信
し
ま
し
た

来
ら
れ
な
か
っ
た
人
も

ネ
ッ
ト
で

見
ら
れ
た
ん
で
す
ョ

大荒行堂の全堂代表を
務められたお上人です

今為汝説実　汝所得非滅　為佛一切智　当発大精進今為汝説実　汝所得非滅　為佛一切智　当発大精進

お会式でのＹ内さんは、
色んな物に当たります

①

②

④

⑤

⑦

⑥

⑧

⑨

⑩

日
蓮
聖
人
と

御
手
綱
で
繋
が
り

蜜
に
な
れ
る
の
は
、

お
会
式
だ
け
で
す

毎年何人かは、
新しい方が
来て下さります

日
蓮
聖
人
と

心
も
体
も

繋
が
る

瞬
間
で
す

③
提灯はお会式だけの
特別なお飾りです


